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ひで ぞう て し かが

［山田秀三文庫の資料から］弟子屈市街を流れる釧路川（１９６０年撮影）

当時の国道（現在の弟子屈橋）から上流向きに写したもの。上下の書き込みは山田秀三氏による。氏が釧路から阿寒、
弟子屈などをへて網走へと調査した時の記録より（資料番号YF０１４７）。
「弟子屈市街は釧路川最上流の賑やかな処で、屈斜路湖や摩周湖を訪れる人の必ず立ち寄る街。また弟子屈町は釧路川

源流一帯の土地で、町内のどこを歩いても風光が素晴らしい。日本最高の自然の中の町だろうか。
やな

弟子屈はテシ・カ・カ（tesh-ka-ka）。テシは元来は網み連ねたもの、ふつうは魚を捕るための簗であるが、地名に残っ

ているテシの多くは、岩磐が川を横断して簗のような姿をしている処である。弟子屈の場合も岩磐がここで釧路川を横切

っているので、そのことであろう。

次にカ（ka 上、岸）が二つ続いていて、実は読みにくい。知里博士小辞典はそれを「ヤナの・岸の・上」と訳され

た。カは軽い意味で添えられることがあって、例えばヌプカといってもヌプ（野）と事実上は同じことであった。この場

合もテシカでそういった岩磐の処を意味するようになっていて、その岸ということをいうために、もう一つカをつけたの

でもあったろうか。」（山田秀三『北海道の地名』草風館、２０００年）

＊この写真は、９月３０日から帯広百年記念館で開催している企画展「アイヌ語地名を歩く」の会場で展示しています。
企画展については、８ページをごらんください。
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研究課題紹介
き そ ご い

「十勝地方のアイヌ語の調査研究（基礎語彙）」について
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●…『方言辞典』の調査地
○…本研究の調査地

道内各地のアイヌ語について、研究の成果や
資料が乏しいとされる地域で調査研究を進める
ことが当センターの事業推進方針の一つになっ
ています。

ここで紹介する十勝地方のアイヌ語は、研究
成果や研究資料の蓄積が乏しく、基礎資料の収
集や提供が求められていました。そこで、基礎
資料の作成を目的として「十勝地方のアイヌ語
の調査研究（基礎語彙）」（平成７年～１７年）を
研究課題に挙げ、基礎語彙の収集、整理、分析
を行いました。このほど、調査研究の成果を報
告書として刊行しましたので、調査の概要と合
わせてお知らせいたします。

＊ ＊ ＊
「基礎語彙」とは、定義にもよりますが、使
われる回数が多く、日常生活には欠かせない単
語をさしています。例えば、「頭」「手」「お父さ
ん」「お母さん」などの名詞や、「笑う」「走る」
などの動詞を中心に数詞、形容詞、副詞などで
す。これを効率よく収集するためには、基礎語
彙調査表を用います。本研究では『アイヌ語方
言辞典』１（以下『方言辞典』とよぶ）を用い
調査を行いました。
『方言辞典』は、１９５０年代に、数人の言語学
者が北海道の８箇所（地図を参照）と樺太のラ
イチシカの各方言を一つの基礎語彙調査表を用
いて調査し、公刊されました。日本語の見出し
語「頭」「髪の毛」など約２，０００語が並んでいま
す。この見出し語に該当する意味のアイヌ語の
単語を聞き取り、書き取ることで調査を進めま
した。
アイヌ語の調査は、沢井トメノさん２に協力

していただきました。どのような音が現われる
か調べ、それから、単語の形や、単語の意味、
アクセントについて調査をしました。

これまでアイヌ語研究は、日高の沙流川流域
を中心に進められており、また、十勝のアイヌ
語についても不明な点が多くあります。この報
告書が刊行されることで、これまでアイヌ語研

究において定説となっている考え方に新しい考
え方が加えられる可能性が大いにあります。

最終的には、日本語の見出し語約２，０００語に
対して、アイヌ語の単語も約２，０００語を集めま
した。また、単語と共に例文も録音し、整理を
して和訳をつけました。巻末には索引を付け
て、調査報告書『アイヌ語十勝方言の基礎語彙
集 ―本別町・沢井トメノのアイヌ語―』を刊
行しました。今後はこの報告書を用いて、アイ
ヌ語の研究をさらに進めていきたいと考えてい
ます。
なお、調査で録音した資料は、今後センター
で順次公開する予定です。

（研究職員 澤井春美）

１服部四郎（編）（１９６４）『アイヌ語方言辞典』、岩波書店
２十勝地方本別町に住んでいた沢井トメノさん（１９０６～２００６
年２月）は、１０歳前後までアイヌ語で生活をしていました。
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『ポン カンピソシ』の写真から

当研究センターでは、１９９５（平成７）年度から２００４（平成１６）年度までの１０年間、アイヌ文化をテーマごとに
わかりやすく紹介するアイヌ文化紹介小冊子『ポン カンピソシ』を毎年１冊ずつ発行してきました。その中
で、アイヌ文化に関する様々な資料や昔の生活用具などを紹介するため、２００点を超える写真を掲載してきました。
このコーナーでは、それらの中から１つの写真を取り上げ、そこに写っている資料に関する補足や、関連する

別の写真の紹介などを行っていきます。小冊子では、紙面の制約などもあって、「写真をごらんください」とい
うかたちで説明を終えていることが多いのですが、その写真から話を引き継いで、小冊子の中身を補ったり、広
げたりしたいと考えています。

［１］ サハリン（樺太）の木綿衣

この写真は、小冊子２「着る」の１８ページに
載せたものです（衣服は上野千春氏所蔵、写真
は�アイヌ民族博物館提供）。アイヌの衣服の
うち木綿を素材にした衣服について、いくつか
の地域をとりあげ、それぞれの地域の昔の木綿
衣を紹介した写真の中の一つです。
一見して、着物の形が和服に似ていると思わ
れた方が多いと思います。確かにこの衣服は、
文様を縫いつけた切り伏せなどにはサハリンの
アイヌの衣服の特徴がよく表れているとされま
すが、形そのものは和服仕立てで作られていま
す。なぜ和服仕立てなのか、それは、小冊子で
この写真のキャプションに書いた「１８７６年に石
狩に移住した人たちが作ったものです」という
説明と関わっています。

＊ ＊ ＊
１８７５（明治８）年、日本とロシアは樺太千島
交換条約を結びました。日本政府は、この条約
に至るロシアとの交渉の中で、サハリンや千島
に住むアイヌは日本政府の統治下にある、ゆえ
にアイヌの住むところは日本領だ、と主張しま
した。条約の結果、サハリンはロシア領になっ
たのですが、政府は、この主張の建前をつらぬ
くために、サハリンのアイヌに対して北海道へ
の移住を強く勧誘しました。その結果、８４１名

ついしかり

が宗谷に移住し、翌年に石狩の対雁（現江別市
内）に入ります。

この移住はかなり強制的に行われたことが当
時の記録からわかっており、対雁の生活条件も
十分ではありませんでした。８００名を超す人々
を一箇所に集団で住まわせたため、伝染病が流
行したときには半数近い死者を出す事態なども
招いています。
こうしたこともあって、日露戦争後にサハリ
ンが日本領になると、ほとんどの人は故郷に帰
りました。このような中で、対雁に移住させら
れた人々に関わる仕事に従事し、サハリンへの
帰郷にも同行して世話係のような仕事をつとめ
たのが、鹿児島出身の上野源兵衞という人で
す。この着物は、サハリンのアイヌから上野源
兵衞氏の夫人に送られた品で、そのため和服仕
立てで作られたのだと言われています。明治以
後のサハリンのアイヌの人々の歴史の一端を、
伝える着物でもあるのだと思います。

＊ ＊ ＊
ここに述べた、この衣服に関わる物語につい
ては、『シンポジウム アイヌの衣服文化』（ア
イヌ民族博物館、１９９４年）で紹介されていま
す。また、この衣服のサイズなどのデータにつ
いては『アイヌの衣服文化』（同、１９９１年）に掲
載されています。

なお、和服仕立て
でない衣服の例とし
て、左の写真の資料
を紹介しておきま
す。これはロシア民
族学博物館が所蔵す
る資料で、サハリン

のトンナイ（富内）で収集したとの記録が残っ
ています。
＊当研究センターのホームページに、この記事に掲載した写
真のカラー版を掲載します。

アイヌ民族文化研究センターだより No．２５ （２００６年９月）
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２００６（平成１８）年度に新たに公開した資料の一覧です。
研究センター音声資料 研究センター職員による採録資料

原資料番号 タイトル 主な語り手 採録地 公開用資料番号
ＣＣ０００３２９ 平取町の伝承 ９ 上田とし 平取町旭／上田トシ氏宅 ＣＣ８０００８２
ＣＣ０００３３４ 平取町の伝承 １０－１ 上田とし、鍋沢キリ 平取町去場／鍋沢キリ氏宅 ＣＣ８０００８３
ＣＣ０００３３５ 平取町の伝承 １０－２ 上田とし、鍋沢キリ 平取町去場／鍋沢キリ氏宅 ＣＣ８０００８４
ＣＣ０００３３９ 平取町の伝承 １１－１ 上田とし、鍋沢キリ 平取町去場／鍋沢キリ氏宅 ＣＣ８０００８５
ＣＣ０００３３９ 平取町の伝承 １１－２ 上田とし、鍋沢キリ 平取町去場／鍋沢キリ氏宅 ＣＣ８０００８６
ＣＣ０００３４４ 平取町の伝承 １２ 上田とし 平取町旭／上田トシ氏宅 ＣＣ８０００８７
ＣＣ０００３４５ 平取町の伝承 １３－１ 上田とし 平取町旭／上田トシ氏宅 ＣＣ８０００８８
ＣＣ０００３４５、ＣＣ０００３４６ 平取町の伝承 １３－２ 上田とし 平取町旭／上田トシ氏宅 ＣＣ８０００８９
ＣＣ００１２４９ 上野サダさんの伝承 ２ 上野サダ 帯広市／上野サダ氏宅 ＣＣ８０００９０
ＣＣ００１１８０、ＣＣ００１１８１ 三石地方の伝承 ３ 三石町 ＣＣ８０００９１
ＣＣ０００４４１ 鍋沢キリさんの伝承 １ 鍋沢キリ 平取町去場／鍋沢キリ氏宅 ＣＣ８０００９２
ＣＣ０００４５４ 鍋沢キリさん、能登谷シゲさんの伝承 １ 鍋沢キリ、能登谷シゲ 平取町去場／鍋沢キリ氏宅 ＣＣ８０００９３
ＣＣ０００４５４、ＣＣ０００４５５ 鍋沢キリさん、能登谷シゲさんの伝承 ２ 鍋沢キリ、能登谷シゲ 平取町去場／鍋沢キリ氏宅 ＣＣ８０００９４
ＣＣ０００４０６ 鵡川に伝わるアイヌ文化 ： 新井田セイノさんと笹村トヨさん 新井田セイノ、笹村トヨ 鵡川町末広町／鵡川中央生活館 ＣＣ８０００９５
ＣＣ０００４１７ 鵡川に伝わるアイヌ文化 ： 新井田セイノさん 新井田セイノ 鵡川町末広町／鵡川中央生活館 ＣＣ８０００９６
ＣＣ０００４３９ 鵡川に伝わるアイヌ文化 ： 三上トシ子さん （その１） 三上トシ子 鵡川町末広町／鵡川中央生活館 ＣＣ８０００９７
ＣＣ０００４３９ 鵡川に伝わるアイヌ文化 ： 三上トシ子さん （その２） 三上トシ子 鵡川町末広町／鵡川中央生活館 ＣＣ８０００９８
ＣＣ０００４４４ 鵡川に伝わるアイヌ文化 ： 吉村冬子さん （その１） 吉村冬子 鵡川町末広町／鵡川中央生活館 ＣＣ８０００９９
ＣＣ０００４４４ 鵡川に伝わるアイヌ文化 ： 吉村冬子さん （その２） 吉村冬子 鵡川町末広町／鵡川中央生活館 ＣＣ８００１００
ＣＣ０００４４７ 鵡川に伝わるアイヌ文化 ： 三上アツ子さん 三上アツ子 鵡川町末広町／鵡川中央生活館 ＣＣ８００１０１
ＣＣ０００２９７、ＣＣ０００２９８ 江賀寅三さんの思い出 ： 森崎幸雄氏、森崎マツエ氏 森崎幸雄、森崎マツエ 静内町／静寿園 ＣＣ８００１０２
ＣＣ０００６４２ 日川キヨさんの伝承 日川キヨ 弟子屈町／日川キヨ氏宅 ＣＣ８００１０３
ＣＣ０００６５１ 上野サダさんの伝承 １ 上野サダ 帯広市／上野サダ氏宅 ＣＣ８００１０４
ＣＣ０００５３９ 青木トキ氏の伝承 １－１ 青木トキ 平取町二風谷／青木氏宅 ＣＣ８００１０５
ＣＣ０００５４０ 青木トキ氏の伝承 １－２ 青木トキ 平取町二風谷／青木氏宅 ＣＣ８００１０６
ＣＣ０００５４６ 青木トキ氏の伝承 ２ 青木トキ 平取町二風谷／青木氏宅 ＣＣ８００１０７
ＣＣ０００５５２ 青木トキ氏の伝承 ３－１ 青木トキ 平取町二風谷／青木氏宅 ＣＣ８００１０８
ＣＣ０００５５２、ＣＣ０００５５３ 青木トキ氏の伝承 ３－２ 青木トキ 平取町二風谷／青木氏宅 ＣＣ８００１０９
ＣＣ０００５７０ 青木トキ氏の伝承 ４（その１） 青木トキ 平取町二風谷／青木氏宅 ＣＣ８００１１０
ＣＣ０００５７０ 青木トキ氏の伝承 ４（その２） 青木トキ 平取町二風谷／青木氏宅 ＣＣ８００１１１

複製・寄贈による資料

ＣＣ００１０１７ 江丹別・幌加内・オサラッペを廻る 山田秀三先生と共に（杉村
満氏録音）

山田秀三（調査）、久保国一、西河義一、岸
本信一、ほか（語り手）

旭川市江丹別、幌加内町下幌加
内ほか ＣＣ８００１１２

山田秀三文庫 音声資料
原資料番号 タイトル 主な語り手 採録地 公開用資料番号

ＹＣ００００１３－０２ アイヌ史研究会における金田一京助氏の講演など 金田一京助、萱野茂、久保寺逸彦 ほか 東京都 ＹＣ８０００１９
ＹＣ０００１２７ アイヌ口承文芸 ： 平賀さだ氏 １ 平賀さだ 門別町富川 ＹＣ８０００２０
ＹＣ００００１２ アイヌ口承文芸 ： 平賀さだ氏 ２ 平賀さだ 門別町富川 ＹＣ８０００２０、２１
ＹＣ００００３４ 穂別地方の地名調査など 平賀さだ 門別町富川 ＹＣ８０００２２
ＹＣ００００２２ 平賀さだ氏が語る 自分の半生 平賀さだ 門別町富川 ＹＣ８０００２３
ＹＣ０００１１５ アイヌ口承文芸 ： 貝澤とろしの氏 １ 貝澤とろしの 平取町二風谷 ＹＣ８０００２４－０１
ＹＣ０００１１４ アイヌ口承文芸 ： 貝澤とろしの氏 ２ 貝澤とろしの 平取町二風谷 ＹＣ８０００２４－０２
ＹＣ００００２５ 記録映画「アイヌの結婚式」について 萱野茂、小山妙子、木村うしもんか、二谷善之助 平取町二風谷 ＹＣ８０００２４－０３
ＹＣ００００１７－０１ 歌と口承文芸 ： 伏根ヤヨ氏 伏根ヤヨ 帯広市 ＹＣ８０００２５－０１
ＹＣ００００１７－０２ カムイノミ ： 古畑ハル氏 古畑ハル 弟子屈町 ＹＣ８０００２５－０２
ＹＣ０００１３１ アイヌ口承文芸 ： 四宅ヤエ氏 四宅ヤエ 白糠町 ＹＣ８０００２５－０３
ＹＣ００００３６ アイヌの芸能 ： 砂沢クラ氏 砂沢クラ 札幌市 ＹＣ８０００２５－０４
ＹＣ０００１０７ 白老のリムセ 田中栄子、ほか 札幌市 ＹＣ８０００２５－０５
ＹＣ０００１２６ ムックリの演奏 ： 萱野ヨネ氏 萱野ヨネ 不明 ＹＣ８０００２５－０６
ＹＣ００００２４ アイヌ口承文芸 ： 八重九郎氏 １ 八重九郎 鶴居村 ＹＣ８０００２６－０１
ＹＣ００００２７ カムイノミ ： 八重九郎氏 八重九郎 釧路町遠矢 ＹＣ８０００２６－０２

久保寺逸彦文庫 音声資料
原資料番号 タイトル 主な語り手 採録地 公開用資料番号

ＫＣ００００４８ 民俗調査 鵡川 ２－１ 本田ミネ 鵡川町春日 ＫＣ８０００１９
ＫＣ００００４８ 民俗調査 鵡川 ２－２ 本田ミネ 鵡川町春日 ＫＣ８０００２０
ＫＣ００００４９ 民俗調査 鵡川 ３－１ 本田ミネ 鵡川町春日 ＫＣ８０００２１
ＫＣ００００４９ 民俗調査 鵡川 ３－２ 本田ミネ 鵡川町春日 ＫＣ８０００２２
ＫＣ００００５０ 民俗調査 鵡川 ４－１ 本田ミネ 鵡川町春日 ＫＣ８０００２３
ＫＣ００００５０ 民俗調査 鵡川 ４－２ 本田ミネ 鵡川町春日 ＫＣ８０００２４－０１
ＫＣ００００５１－０１ 民俗調査 鵡川 ５ 本田ミネ 鵡川町春日 ＫＣ８０００２４－０２
ＫＣ０００１１６ 民俗調査 白糠 ３－１ 四宅ヤエ 東京都 ＫＣ８０００２５
ＫＣ０００１１６ 民俗調査 白糠 ３－２ 四宅ヤエ 東京都 ＫＣ８０００２６
ＫＣ０００１１６ 民俗調査 白糠 ３－３ 四宅ヤエ 東京都 ＫＣ８０００２７
ＫＣ０００１１７ 民俗調査 白糠 ４ 四宅ヤエ 東京都 ＫＣ８０００２８
ＫＣ００００７４ アイヌ口承文芸 白糠 四宅ヤエ 不明（白糠町か） ＫＣ８０００３１
ＫＣ００００２９ 民俗調査 旭川 １－１ 杉村キナラブック 旭川市 ＫＣ８０００３２
ＫＣ００００２９ 民俗調査 旭川 １－２ 杉村キナラブック 旭川市 ＫＣ８０００３３
ＫＣ００００１４ 民俗調査 旭川 ２－１ 杉村キナラブック 旭川市 ＫＣ８０００３４
ＫＣ００００１４ 民俗調査 旭川 ２－２ 杉村キナラブック 旭川市 ＫＣ８０００３５
ＫＣ００００２３－０２ 民俗調査 旭川 ３ 杉村キナラブック 旭川市 ＫＣ８０００３６－０１
ＫＣ００００２２ Ihunke その他 杉村キナラブック 旭川市 ＫＣ８０００３６－０２
ＫＣ００００７５ アイヌ口承文芸（砂沢クラ氏） 砂沢クラ 札幌市 ＫＣ８０００３７

公開資料の紹介
平成１８年度に新たに公開した資料

４



資料閲覧コーナーを模様替えしました。

音声資料の試聴用パソコン

公開している文書資料

今年４月から８月にかけて、資料閲覧コーナーを少し模様替えして、公開資料の利用の利便性を高
めるとともに、このコーナーで閲覧できる資料を増やしました。

１ 音声資料は、パソコンで直接聞けるように

なりました。

音声資料の公開は、これまでCDで聞いてい
ただいていましたが、６月から、公開している
全ての資料をパソコンのハードディスクに入
れ、パソコンで直接聞けるようにしました。こ
れにより、CDの出納をその都度申し込んでい
ただく必要がなくなるとともに、パソコンの画
面で資料や資料の中のトラックを指定し、それ
を聞けるようになりました。

２ 文書資料の公開用資料を、書架に置くよう

にしました。

７月から、資料閲覧コーナーに書架を増や
し、山田秀三文庫の文書資料の公開用の複製を
置くようにしました。公開している文書資料に
ついては、閲覧コーナーで直接手にとって中身
を見ることができるようになりました。

３ その他、資料閲覧コーナーに置くデータを

若干増やしました。

これまで、研究センターで内部の参考資料と
して収集し整理していたデータの一部を、７月
から資料閲覧コーナーに置くようにしました。
現在閲覧できるのは、次のデータです。
新聞記事の切り抜き：研究センターで講読し
ている新聞（『北海道新聞』『朝日新聞』『毎日
新聞』『読売新聞』『日本経済新聞』）を毎朝職
員が通覧し、確認できた関係記事を切り抜き

して、１～２週間ごとにファイルしていま
す。今年１月からのものが閲覧できます。
行事や展示の案内：研究センターに送付され
る、アイヌ文化関係の行事や博物館等の展示
のチラシや研究センターが収集したチラシを
ファイルしています。今年４月からのものが
閲覧できます。
＊なお、いずれも研究センター内での業務の参考資料とし
て整理しているものですので、一部のデータの欠落や、
多少整頓されていない状態の部分もありますが、どうか
ご了解ください。

ただし、音声資料を視聴できる機械は、これ
までと同様に１台だけですので、ご利用の場合
は予め研究センターにご連絡ください。
また、資料閲覧コーナーご利用の際は、記録
票に記入していただくことにしておりますの
で、ご協力をお願いします。

山田秀三文庫 文書資料
原資料番号 タイトル

ＹＦ００００１９ 室蘭 昭和５１年９月 １９７６（昭和５１）年９月から１２月にかけての室蘭調査の記録。
ＹＦ００００２０ 旭川 美瑛、留辺志部 ４８ １９７３（昭和４８）年、旭川から美瑛川筋と留辺志部川筋を調査した記録。
ＹＦ００００２３ � 夕張、由仁、長沼 ５５ １９８０（昭和５５）年、札幌から長沼、由仁、夕張と調査した記録。
ＹＦ００００２５ 岩見沢 １９７２（昭和４７）年、岩見沢附近の幾春別、幌内、幌向等と調査した記録。
ＹＦ００００２７ 留萌附近 増毛 １９７３（昭和４８）年、札幌から深川経由で留萌、増毛、カムイエトを往復した調査の記録。
ＹＦ００００３１ 倶知安 ５３ １９７８（昭和５３）年、倶知安からニセコ、小沢、稲穂峠と調査した記録。

ＹＦ００００３９ 瀬棚久遠紀� 国縫、利別、瀬棚 １９７４（昭和４９）年、長万部から国縫、利別川筋、今金、北桧山、瀬棚、太櫓川筋、久遠と調査した
中の、国縫から瀬棚町の須築までの記録。

ＹＦ００００４０ 瀬棚久遠紀� 太櫓、久遠 ＹＦ００００３９の続き。太櫓からせたな町太田までの記録。
ＹＦ００００４６ 発寒川筋、手稲 ６０ １９８５（昭和６０）年、札幌の発寒川筋から手稲を調査した記録。
ＹＦ０００１４８ 釧路、昆布森、厚岸 ５３ １９７８（昭和５３）年２月２１日、釧路から海岸沿いに昆布森、厚岸、床潭等を調査した記録。
ＹＭ００００７９ 太櫓川筋旧図 せたな町の太櫓川の川筋図。
ＹＭ０００２６７ 太櫓川筋旧図〔山田秀三氏による写し〕 ＹＭ００００７９を山田秀三が敷き写しした写図。
ＹＭ００１０６８ 山城屋旧蔵蝦夷地全図

アイヌ民族文化研究センターだより No．２５ （２００６年９月）
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寄贈を受けた資料
（２００６年３月～８月）

発行者名の五十音順に資料名を掲載して
います。
資料を寄贈していただいた方々・機関に

お礼申し上げます。

アールアイシー出版株式会社

・The Ainu and the Fox（萱野茂（作）、
石倉欣二（絵））

アイヌ語地名研究会

・アイヌ語地名研究会会報 第２６、２７号
アイヌ文化振興・研究推進機構

・やなぎのはのさかな
・パイェアン ロ 触れてみよう アイヌの
文化（２００６年版）

・Paye=an ro（上記の英語版）
・第９回アイヌ語弁論大会報告書
・アイヌ語ラジオ講座テキスト 平成１８年
度Vol．１、２

・アイヌ生活文化再現マニュアル 編む ゴ
ザ、先祖供養 シンヌラッパ・イアレ

・平成１７年度普及啓発セミナー報告集
・平成１７年度普及啓発講演会報告集
・財団のあらまし 平成１８年度
アイヌ民族博物館

・アイヌ民族博物館研究報告 第９号
・トンコリを中心とした西平ウメの伝承及
びトンコリの総合的研究報告書

・西平ウメとトンコリ
アイヌ無形文化伝承保存会

・神々の物語（再版）
青森県立郷土館

・青森県立郷土館だより Vol．３７No．１、２
・青森県立郷土館報 通巻３３号
・青森県立郷土館調査研究年報 第３０号
青森県

・青森県史だより 第１４号
・青森県史 資料編 近世３
浅井学園大大学短期大学部

・浅井学園大学短期大学部研究紀要 第４４号
旭川市

・新旭川市史 第３巻通説３
アジア・太平洋人権情報センター

・国際人権ひろば No．６６、６７
厚岸町教育委員会

・池田家古文書 儀右衞門日記 １～３
・池田家古文書 順蔵日記
厚真町教育委員会

・厚真町鯉沼３遺跡（２）
・上幌内モイ遺跡（１）
いしかり砂丘の風資料館

・エスチュアリ No．２３、２４
伊能忠敬記念館

・伊能忠敬記念館年報 第７号
・伊能忠敬関係資料目録 下図
今石みぎわ（著）

・「花とイナウ」をよむ：アイヌと和人の
削りかけ、比較研究への覚書

浦添市教育委員会文化部

・よのつぢ 浦添市文化部紀要 第２号

浦幌町立博物館

・浦幌町立博物館年報 第６号
・浦幌町立博物館紀要 第６号
帯広市教育委員会

・帯広叢書 第５５巻 吉田巌資料集２１
帯広二建会

・十勝アイヌ語地名
帯広百年記念館

・帯広百年記念館紀要 第２４号
オホーツク文化資料館

・地名アイヌ語資料集（伊藤せいち著）
・オホーツク文庫 レラ１、４
海津市歴史民俗資料館

・海津市歴史民俗資料館館報 平成１７年度号
学習院大学史料館

・学習院大学史料館収蔵史料目録 第２０号
小西四郎収集史料 絵双六

・ミュージアム・レター 第１号
神奈川大学日本常民文化研究所

・歴史と民俗 神奈川大学日本常民文化研
究所 論集２２

・民具マンスリー 第３８巻第１０～１２号、第３９
巻第１～３号

九州歴史資料館

・九歴だより No．２３
・九州歴史資料館年報 平成１７年度
・筑前宮前清水寺 九州の寺社シリーズ２０
京都市立芸術大学日本伝統音楽研究センター

・四天王寺聖霊会舞楽・能生町白山神社舞
楽・遠江国一宮小國神社古式舞楽におけ
る太平楽（泰平楽）の三者比較

釧路アイヌ文化懇話会

・会報 久摺 第２４５号
釧路公立大学

・釧路公立大学紀要 人文・自然科学研究
第１８号

群馬県立文書館

・群馬県立文書館年報 平成１７年度版
航空科学振興財団歴史伝承委員会

・歴史伝承委員会調査報告書 第２号
・歴史伝承委員会だより 第４号
高知県牧野記念財団

・高知県立牧野植物園だより No．２５、２６
・高知県立牧野植物園年報 第５号
神戸市立博物館

・博物館だより No．８９
・神戸市立博物館年報 No．２１平成１６年度
國學院大學学術フロンティア事業実行委員会

・「劣化画像の再生活用と資料化に関する
基礎的研究」事業報告

・人文科学と画像資料研究 第３集
・大場磐雄博士写真資料目録Ⅱ
・柴田常恵写真資料目録Ⅱ
国立民族学博物館

・研究年報２００４
･ MINPAKU Anthropology Newsletter
No．２１、２２

・国立民族学博物館研究報告 第３０巻第３、
４号

・民博通信 No．１１２、１１３
札幌学院大学学芸員課程

・札幌学院大学学芸員課程 年報１９
札幌国際大学

・札幌国際大学紀要 第３７号

札幌市教育委員会

・札幌の歴史 第５０号
沙流川歴史館

・沙流川歴史館だより No．２１、２２
・沙流川歴史館年報 第７号
滋賀県立琵琶湖博物館内 うおの会事務局

・琵琶湖流域の水環境を守るために
・魚つかみを楽しもう
滋賀県立琵琶湖博物館

・水辺の生き物 第１８回水族企画展示
・うみんど 琵琶湖博物館だより 第３８、３９号
滋賀大学経済学部

・近世・近代商家活動に関する総合的研究
（研究代表者：宇佐美秀機）

滋賀大学経済学部附属史料館

・滋賀大学経済学部附属史料館研究紀要
第３９号

静内町郷土史研究会

・静内町歴史小事典
下妻市ふるさと博物館

・館所蔵文学資料目録 第１集 磯山松男宛
中山省三郎書簡

下村隆之（著）

・オーストラリアの遠隔地域における先住
民教育の課題（『日本都市社会学会年
報』２３号抜刷）

社会福祉研究センター

・草の根福祉 第３７号
世界人権宣言大阪連絡会議

・世界人権宣言大阪連絡会議ニュース
No．２８３～２８７

善光寺

・善光寺資料総目録
先住民族の１０年市民連絡会

・先住民族の１０年News 第１２２～１２６号
創価大学社会学会

・ソシオロジカ Vol．３０No．１、２
高木崇世芝（著）

・『東蝦夷地屏風』と『東蝦夷地名考』（『ア
イヌ語地名研究』８抜刷）

・北海道の古地図（五稜郭タワー株式会
社）

伊達市噴火湾文化研究所

・Newsletter 噴火湾文化 創刊号
千葉大学文学部

・ツングース言語文化論集３２ナーナイの
民話と伝説９

鶴岡書店

・北辰軸 小説 北海道開拓の雄 松本十郎
（板垣昭一著）

東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化

研究所、記述言語研究室

・ツングース言語文化論集３１ウデヘ語テ
キスト２

・表記の習慣のない言語の表記（塩原朝子
・児玉茂昭編）

・東京外国語大学記述言語学論集 思言 第
１号

東京都江戸東京博物館

・江戸東京博物館NEWS Vol．５３、５４
東北学院大学文学部

・１３～１９世紀における列島北方地域史とア
ムール川流域文化の相互関連に関する研
究（研究代表者：榎森進）

６



東北大学東北アジア研究センター

・東北大学東北アジア研究センターニュー
ズレター CNEAS 第２８、２９号

東北電力広報・地域交流部

・白い国の詩 通巻５９４、５９５号
東洋音楽学会

・東洋音楽学会 会報 第６６号
遠野物語研究所

・遠野文化誌 第３８号
・遠野物語研究 第９号
・遠野ゼミナール２００５講義記録『遠野物
語』と北の文化

徳島県立文書館

・文書館だより 第２６号
・第３１回資料紹介展 学校の宝物
・第３１回企画展 江戸時代阿波の交通路
・年報 第９号 平成１７年度
苫小牧駒澤大学

・苫小牧駒澤大学紀要 第１５号
苫小牧市博物館

・苫小牧市博物館だより No．５５
・苫小牧市博物館 館報 第３号
富山県［立山博物館］

・研究紀要 第１３号
・年報２００６年 第１５号
長野県立歴史館

・長野県立歴史館たより Vol．４６
・長野県立歴史館研究紀要 第１２号
・長野県立歴史館だより Vol．４７
名寄市北国博物館

・北国研究集録 第１０号
南山大学人類学博物館

・南山大学人類学博物館紀要 第２４号
・南山大学人類学博物館年報２００５年度
日本口承文芸学会

・口承文芸研究 第２４～２９号
日本地図センター

・地図中心 通巻３９６号
沼津市明治史料館

・沼津市明治史料館通信 第２１巻第３、４号
根室市教育委員会

・根室市鳥類生息調査報告書
根室市自然と歴史の資料館

・根室市自然と歴史の資料館紀要 第２０号
・くるまいし 根室市自然と歴史の資料館
だより No．２１

函館市総務部市史編さん室

・はこだて市史編さん室だより No．６
函館市教育委員会

・垣ノ島A遺跡
・史跡大船遺跡
・函館市臼尻小学校遺跡
早来町教育委員会

・早来町富岡３遺跡・新栄２遺跡
反差別国際運動日本委員会

・IMADR-JC通信 No．１４１～１４３
ヒュージ

・「布が伝える和のこころ」展
平取町二風谷アイヌ語教室

・二風谷アイヌ語教室 広報紙 第８２号
広島県立歴史民俗資料館

・歴風 第４１号
・年報 第２５号 平成１６（２００４）年度
広島市公文書館

・広島市公文書館所蔵資料目録 第３５集 写
真目録（広報課撮影分）

福岡イト子

・アイヌの精神文化を通して植物をみる
（『北方山草』２５号抜刷）

仏教大学文学部

・仏教大学文学部論集 第９０号
部落解放・人権研究所

・研究所通信 No．３３１～３３６
フローニンゲン大学

・ニヴフ語音声資料３プグスク（白石英
才、ガリーナ ローク）

文化学園図書館

・図書館だより No．１４２
別海町郷土資料館

・別海町郷土資料館だより No．６９～８０
北海学園大学学術研究会

・北海学園大学学園論集 第１２７、１２８号
北海道遺産構想推進協議会

・北海道遺産とまちづくり PartⅡ
・北海道遺産びと Vol．７
・ものがたり北海道遺産 Vol．３
北海道ウタリ協会

・アイヌ民族文化祭 ダイジェスト版
（VHS）

・２００５イオルフォーラム報告書
・アイヌ民族の伝統的生活空間 イオルの
再生に向けて

・９８「国際先住民の日」記念事業記録集
北海道ウタリ協会様似支部

・様似の歴史とアイヌ民族
北海道開拓記念館

・北海道開拓記念館だより Vol．３５No．４
・２００５要覧
・特別展ガイド HORSE 北海道の馬文化
・北海道開拓記念館研究報告 第１９号 鰊漁
場からみた北海道の近現代史

・北海道開拓記念館調査報告 第４５号
・北海道開拓記念館研究紀要 第３４号
北海道観光連盟アイヌ文化部会

・アイヌ文化を理解するための手引き：新
たな観光を目指して

北海道教育委員会

・市町村における発掘調査の概要 平成１７
年度（CD）

北海道史研究協議会（編）

・北海道の歴史と文化：その視点と展開
北海道大学総合博物館

・北海道大学総合博物館ニュース１２号
北海道大学大学院水産科学研究院、水産学部

・北海道大学水産科学研究彙報 第５６巻第
２、３号

・北大水産紀要 Vol．５２No．１／２
・海洋調査漁業試験要報 第４９号
北海道大学大学院文学研究科

・環北太平洋の言語 第１３号
・サハリン北方先住民族文献集 人類学・
民族学篇１９０５－４５

・『北海タイムス』掲載のサハリン及び北
海道先住民族に関する記事データベース

・ツングース言語文化論集３０ウルチャ口承
文芸原文集３

北海道大学北方諸民族研究教育体制整備に

関するワーキンググループ

・北海道大学シンポジウム 先住民族と大
学報告集

北海道文化財保護協会

・北海道の文化 Vol．７８
・文化情報 第２８７～２９２号
北海道埋蔵文化財センター

・恵庭市西島松５遺跡（３）北海道埋蔵文化
財センター調査報告書２０９

・白滝遺跡群Ⅵ 北海道埋蔵文化財センタ
ー調査報告書２２３（３分冊）

・恵庭市西島松５遺跡４ 北海道埋蔵文化
財センター調査報告書２２４

・千歳市チプニー２遺跡（３）北海道埋蔵文
化財センター調査報告書２２５

・江別市対雁２遺跡（７）北海道埋蔵文化財
センター調査報告書２２６

・共和町上リヤムナイ遺跡・リヤムナイ３
遺跡（２）北海道埋蔵文化財センター調査
報告書２２７

・早来町大町２遺跡 北海道埋蔵文化財セ
ンター調査報告書２２８

・恵庭市柏木川４遺跡（２）北海道埋蔵文化
財センター調査報告書２２９

・釧路町 東陽１遺跡 北海道埋蔵文化財セ
ンター調査報告書２３０

・北斗市矢不来６遺跡・矢不来１１遺跡・館
野４遺跡 北海道埋蔵文化財センター調
査報告書２３５
北海道立北方民族博物館

・北方民族博物館だより No．６０、６１
・北海道立北方民族博物館研究紀要 第１５号
・平成１７年度企画展 イヌイト・アートの
世界

・環北太平洋の環境と文化
・平成１７年度 年報
・第２０回北方民族文化シンポジウム報告
文化の十字路：北太平洋沿岸の文化

北海道立文書館

・北海道立文書館研究紀要 第２１号
・北海道立文書館史料集第２１北海道庁例規
集第Ⅰ期 庁令等布達編（８）明治２８年

・北海道内私文書所在情報一覧 第３集
幕別町教育委員会

・ウメコウポポ全曲集 けうとぅむ
宮川泰次

・新聞の見出しに見る 大沼公園に紅葉館
のあった頃

芽室町教育委員会

・芽室町大成遺跡１～３
・芽室町大成２遺跡２
盛岡市先人記念館

・盛岡市先人記念館だより No．３６
ヤイユーカラの森

・Yay Yukar Park ５２、５３
結城庄司研究会

・北海道アイヌ（ウタリ）協会史 研究１
報告書

利尻町立博物館

・利尻研究 第２５号
留萌市海のふるさと館

・留萌市海のふるさと館紀要 第１７号
・潮騒留萌市海のふるさと館々報２５号
・留萌市海のふるさと館収蔵資料目録１１生
活７

アイヌ民族文化研究センターだより No．２５ （２００６年９月）

７



行事など

●アイヌ語地名を歩く－山田秀三の地名研究から－
２００６・釧路／十勝
前号でお伝えし

たとおり、釧路市
立博物館との共催
で、９月２～２４日
までに同館にて企
画展を開催しまし
た。
現在、帯広百年

記念館との共催
で、下記のとおり同館にて企画展を開催中です。詳細
はセンターのホームページでご覧いただけます。
期 間 ９月３０日（土）～１０月１５日（日）９：３０～１６：３０

１０月２日・１０日が休館日です。
会 場 帯広百年記念館（帯広市緑ヶ丘２／０１５５‐２４‐

５３５２）
入場料 無料
関連行事

■講演会「古地図の世界――十勝の古地図、山田秀

三文庫の古地図――」
たか よ し

講師 高木崇世芝氏（アイヌ語地名研究会会員）
日時 １０月１４日（土）１４：００－１６：３０

●２００６サイエンスパーク
去る８月９日（水）、北海道と独立行政法人科学技

術振興機構の共催による「２００６サイエンスパーク」
が、それぞれの試験研究機関等の研究成果の一端を知
っていただく機会として、サッポロファクトリー（札

幌市）にて開催され、
全体でおよそ４０００人の
来場がありました。
当センターも参加

し、アイヌ文化に関す
るパネルの展示や「ポ
ン カンピソシ」の配布
などの他、３０分間の
「体験コーナー」では

２０名の参加者に、アイヌの楽器「ムックリ」（口琴の
一種）の鳴らし方を指導しました。
詳細はセンターのホームページで紹介しています。

平成１８年度前半の動き

■人事短信

・杉本堅治 所長退職（３月）
・泉川睦雄 所長着任（４月）
■行事ほか

・北海道大学「アイヌ・先住民研究センター」設置準
備ワークショップ（札幌市／参加：古原、小川）（６
月）

・「北海道内の主要アイヌ資料の再検討」調査（札幌
市／参加：古原）（６～７月）

・北海道立北方民族博物館講座「北太平洋の踊りと
音」（網走市／講師：甲地）（７月）

・平成１８年度研究センター運営協議会（９月）
・「アムールランド文化とアイヌ物質文化形成に関す
る言語・生態人類学的研究」調査（ロシア／参加：
古原）（９月）

センターの刊行物

９月までに次の４点の刊行物を発行しました。
・『北海道立アイヌ民族文化研究センター年報 ２００５

（平成１７年度）』

・『アイヌ民族文化研究センターだより』２５号
・『アイヌ語十勝方言の基礎語彙集―本別町・沢井ト

メノのアイヌ語― 北海道立アイヌ民族文化研究

センター調査研究報告書３』

・ 企画展図録『アイヌ語地名を歩く―山田秀三の地
名研究から― ２００６・釧路／十勝』

上記の刊行物は、道内外の関係諸機関に配布してい
ます。
『年報』と『たより』は、センターのホームページ

にも掲載しています。『調査研究報告書』は、北海道
行政情報センター（道庁別館３F／０１１―２３１―４１１１内線
２２―３８９または０１１―２４１―７９７９）で有償頒布しています。
企画展図録は、企画展会場及び草風館（０３―３２４２―

１６０１）で発売しています（１０５０円）。

「センターだより」はセンターのホームページに掲載して

います。最新号は発行日から約２週間後に掲載します。

http : //www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/abc

釧路市立博物館（１F）の展示会場

「２００６サイエンスパーク」当セ
ンターの展示ブース

編集・発行 北海道立アイヌ民族文化研究センター
２００６年９月２９日

〒０６０‐０００１札幌市中央区北１条西７丁目 プレスト１・７ ５階
電話０１１‐２７２‐８８０１（代） FAX０１１‐２７２‐８８５０
月～金／９：００～１７：００（土・日・祝日／休）

http : //www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/abc

古紙配合率１００％、白色度７０％の

再生紙を使用しています。８


